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おわりに
はじめに
　四方を海に囲まれた日本では漁は既に縄文時代から始まっており、各地の
貝塚にはアサリ、ハマグリの貝類の他、釣針などの漁具も出土している。近
世期には、漁具や漁場の開発や流通ルートの確立、保存技術が発達すること
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で遠方への輸送が可能になり、漁獲量が増え生業の一つに位置づけられてい
く。漁場も昭和初期まで沿岸域が中心であったが、終戦以後の食糧難に伴
い、沿岸漁業から沖合漁業へ、そして遠洋漁業へ拡大していった。しかし、
昭和48年（1973）の石油ショックによる漁船燃料の高騰と、昭和51年（1976）
以後の200海里規制の影響で漁場が縮小し、遠洋漁業は漁獲量を減少させて
いく。一方、沖合漁業は昭和45年（1970）代から55年（1980）代まで漁獲量
を増加させるが、漁場の荒廃という自然的要因、漁獲量規制、消費者の嗜好
の変化、円高の影響による水産物の輸入量増加に伴い、遠洋漁業同様に漁獲
量を減少させる。独立行政法人統計センター編、漁業・養殖業生産統計年報
によれば、国内漁獲量は昭和59年（1984）約1,150万トンをピークに平成19
年（2007）には約440万トンと減少しており、日本の漁業は衰退の一途を辿っ
ているといえるだろう。
　日本漁業が衰退していく中で、漁業を生業とした人々の暮らしはどのよう
に変化していったのだろうか。本研究ノートは、前提として漁業を生業とす
る地域社会の成り立ちと変容を確認することを目的とする。
　研究対象地は福島県いわき市江名で、江名港と隣接する漁港とを事例に漁
業社会における人々の暮らしを確認していくことにする。
第１章　概況と地区の変遷
第１節　概要
　対象地域である福島県いわき市江名は、茨城県に接したいわき市南東部に
位置する。東は太平洋に面しており、南東に細長い入り江が形成されてい
る。西は同市中之作・永崎地区、北は豊間地区に接し、地区内の南部に真言
宗真福寺、北部高台に諏訪神社が位置している。
　集落は江名港を中心とした丘陵地の平地部分に字北町、船本町、新町々、
辻町、中町、南町、草深町があり家屋が密集した旧街区地域である。戦後の
埋め立てにより安竜、藤ヶ丘、走出などの新街区が外郭部に出来上がり、住
宅地が形成された（図１）。
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　平成21年（2009）10月の統計で世帯数1,201世帯、人口3,289人〔いわき市
企画開発部統計課編　2009：16〕。漁業全盛期といわれた昭和35年（1960）
の統計は世帯数1,169世帯の人口7,008人〔いわき市企画開発部統計課編　
1970：37〕となっており、世帯数は変化が少ないものの、人口の減少が顕著
図１　江名概観図　出典（武蔵大学人文学部日本民俗史演習編　1996：25）
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であることがうかがえる。
　いわき沖は暖流の黒潮（日本海流）と寒流の親潮（千島海流）が交わる水
域であるため双方の生物が混生する海域であり、サンマ・イワシ・イカ・カ
ツオ・アワビ・ウニなど様々な魚介類に恵まれている。このような豊富な資
源が江名漁業発展のひとつの要因と考えられる。
　江名は沿岸漁業、沖合漁業、遠洋漁業の各漁業の発展に伴い福島県におい
て有数の漁港となったが、遠洋漁業と沖合漁業の縮小・撤退により漁港とし
て衰退していった。現在はアワビ・ウニ漁を中心とする沿岸漁業が主体と
なっている。
　なお、現在までの江名の地域区分は次のように推移している。
　江戸時代の江名村は磐前郡に属し、磐城平藩領の後、寛文10年（1670）以
降は湯長谷藩領となる。明治元年（1868）時点では湯長谷藩領に江名村、平
藩領として中ノ作村、幕府領に永崎村、下神白村、上神白村があり、各村支
配は分かれていたが、明治22年（1889）４月の市町村制、いわゆる「明治の
大合併」施行に伴い江名村として合併、大正12年（1923）３月に江名町とな
り、昭和28年（1953）から始まった町村合併法施行により昭和29年（1954）
３月に泉町、渡辺村、小名浜町と合併して磐城市に、昭和41年（1966）10月
に湯本市を加え現在のいわき市となった。
第２節　近隣集落から見た江名
　近隣集落からみて、江名の人は裕福だ、羽振りがいいと噂されることがあ
る。例えば、「借金依頼をした際に桁違いに高額を貸してもらえた」、「（江名
の人は）東京に土地を持っている」というものである。しかし、昭和43年
（1968）の漁港別水揚高をみると、江名港の水揚高6,807トンは小名浜港の水
揚高47,609トンの僅か七分の一であり、隣接する中之作港19,791トンにも及
んでいない〔いわき未来づくりセンター　2004：215〕。
　石油ショックは昭和48年（1973）、200海里規制が始まるのも昭和51年
（1976）以後のことであり、統計の昭和43年当時は日本漁業として興隆期の
最中である。競って漁業に力を入れる時代だったにもかかわらず、江名港の
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水揚高が他の漁港よりも少ないのはなぜなのだろうか。そして、水揚高が他
漁港より少ない中で、江名の人が裕福だ、羽振りがいいと噂された要因はど
こにあったのだろうか。
　江名港の盛衰は、日本漁業の盛衰にも密接に関係しており、江名漁業と
人々の暮らしの展開を知ることは日本における漁業社会の変容を知ることが
できると考える。
　福島県において有数の漁港であった江名港の展開について具体的に確認し
たいと思う。
第２章　江名漁業の幕開けと展開
第１節　江名における漁業の幕開け
　本章では、江名漁業がどのように始まり、展開していったかその変遷を史
資料をもとに確認する作業を行う。
　『江名漁業史』には、いわき市小名浜下神白の綱取貝塚からアサリ、ハマ
グリなどの各種貝類とアカエイ、マイワシ、タラ、スズキなどの魚骨のほ
か、軽石製の浮石、石硾骨角製釣針が出土されたとあり、これは縄文時代に
すでに江名周辺で漁が行われていたことを意味すると同時に、釣針・浮石な
どから漁法の発達もうかがうことができると述べている〔江名町漁業協同組
合　1962：1〕。
　明治８年（1975）江名村には115艘の漁船があったと記されており、それ
は近隣の下神白村７艘、永崎村31艘、中之作村61艘より多かった。それまで
は、漁業は各藩領の地先に限定されていたが明治８年に明治政府が海区を全
面的に解放したことにより、専業漁業家の多かった江名村には一大福音で
あったという〔江名町漁業共同組合　1962：13－14〕。
　では、なぜ江名村に専業漁家が多かったかであるが、当時の江名村の一人
当たりの耕地面積は三畝ほどであり、漁業に依存しなくては生活できない環
境であったから〔江名町漁業共同組合　1962：14〕と考えられる。
　このように必要性に駆られ漁業を営んでいた江名に本格的な漁業体制がで
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きたのは明治時代に入ってからである。
第２節　漁業協同組合の発足
　『江名漁業史』によると、江名港に最初の漁業協同組合ができたのは明治
20年（1887）のことである。中之作村ほか八つの村の漁業関係者で江名組合
を創立、翌年明治21年に発足し、明治30年（1897）に磐城、磐前、菊多郡の
漁民を統合し、磐城漁業組合が設立されたのに伴い、江名組合を同漁業組合
江名支部江名に変更。江名、中之作地区のみの構成となり、事務所は江名村
北町に設置された。さらに明治40年（1907）には、江名・中之作に永崎・下
神白も加わり江名浜漁業組合が創立された。明治45年に法的責任団体に改
組、江名町漁業組合と改称。昭和8年、事業の拡大に伴い中之作支部を創立、
昭和12年には保証責任江名町漁業協同組合に新発足する。昭和18年戦時統制
令によって江名町漁業会が設立。戦後、新しい漁業法が公布されたことによ
り、昭和24年（1949）江名町漁業協同組合、江名漁業協同組合、江名町機船
底曳網組合、福島県鰹鮪協同組合が誕生した〔江名町漁業共同組合　1962：
22，117〕〔武蔵大学人文学部日本民俗史演習編　1996：25〕（１）。
第３節　日本有数の漁港へ
　前節では、江名港における漁業協同組合の発足について述べたが、実際の
江名港の様子はどのようなものであったのだろうか。
　『絵はがきの中の「いわき」』によると、「大正元年（1912）における江名
村の生産額をみると、水産物（江名港・中之作港）が８割を占め、このほか
鰹節などの水産製造高を含めると９割を占め、村の経済は漁業で成り立って
いたことがわかる」〔いわき未来づくりセンター　2009：175〕。とあり、漁
業中心の生活が行われていたことがうかがえる。
　また、福島県最初の機船底曳網漁船が導入されたのは江名港であり、大正
13年（1924）のことであった。このような漁業の近代化に対する積極性が、
遠洋漁業を確立させ、漁獲量を飛躍的に増加させた。昭和10年（1935）前後
には北洋サケ・マス漁業の前身となる、母船式サケ・マス漁業の独航船が江
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名港から出漁している。
　漁港の開発の面では、小名浜港などと競うように漁港整備が行われてお
り、大正10年（1921）から昭和２年（1927）まで、護岸や埋め立ての大規模
な工事が施工されている。昭和11年（1936）に県支弁（県が費用を支出）港
指定に伴い、昭和11年から昭和16年（1941）に防波堤を構築工事が行われて
おり、その工事期間中の昭和15年（1940）に地方港湾に指定された。江名港
は昭和20年からは北洋サケ・マス漁業基地の一つとして大型船を使った遠洋
漁業が盛んとなり、港湾法の改正後の昭和23年（1948）にも地方港湾に再指
定を受ける。指定に伴い、防波堤や船揚場、冷凍冷蔵施設など、漁船の大型
化に対応した施設整備が行われた〔いわき未来づくりセンター　2009：175
－177〕。
　以上のように、江名港の展開は目まぐるしいものがあり、近隣の漁港を凌
駕するように発展してきたのである。
第４節　江名漁業の終息
　漁港として栄えていた江名港であるが、様々な規制を受け縮小せざる得な
い状況となっていく。まず、北洋漁業であるが、国連海洋法条約が施行され
て以降、昭和51年（1976）世界各国が200海里漁業専管水域を指定すると、
徐々に漁船は北洋から締め出されてしまう。次いで、平成５年（1993）１月
には公海流し網漁業の禁止措置がとられ、平成６年（1994）には「海洋法に
関する国際連合条約」が発効されると平成８年（1996）に「海洋生物資源の
保存及び管理に関する法律」が施行される。これは水産資源の適切な保存、
管理に関する義務を負うものである。
　このような外的要因によって、江名漁業は衰退し、平成19年（2007）７月
底曳網漁の撤退と禁漁時期が多くなったことから魚市場が廃止となり、江名
漁業協同組合の活動も縮小、平成20年（2008）には福島県鰹鮪協同組合が解
散し、江名漁業は終息へ向かっている。
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第３章　戦後の江名漁業と人々の暮らし
　前章では、行政による江名漁業の幕開けと展開を紹介した。本章では聞き
書きを元にして前章の内容を検証し、漁業を生業とした江名において人々が
実際にどのような暮らしをしていたのか確認したいと思う。
　なお、聞き書きは江名で船主として漁業を営んでいたＫ家を対象に行っ
た。
　Ｋ家は船主として底曳網漁を中心に漁業を営んできたが、昭和43年
（1968）に漁業から撤退している。同家はその後、他家の船に乗組員として
漁業に携わることで生計を立てていたという。話者は昭和34年（1959）にＫ
家に嫁いだ女性である。
第１節　江名漁業の移り変わり
　昭和34年頃は日本漁業の興隆期であり、当然江名漁業も盛んであった。そ
の盛んな様子は暮らしぶりにも垣間見ることができる。
　当時の江名は漁業を中心にして地域経済が成り立つほどであった。漁業は
漁船の整備から燃料、人件費など高額な費用がかかる。漁業従事者は借金を
して漁を行うが、不漁であったら借金を返さなくていいというシステムが
あったという（２）。大漁の際の収入はそれらの借金返済に加え、十分な蓄えも
できるほど高額であったという。その収入を元手に東京などに土地を買い、
アパートやビルを建て経営する人もいたという。
　第１章第４節に取り上げた、漁港の水揚高において江名港は小名浜港や中
之作港より格段に少ないと述べたが、江名港は千葉県から岩手県までの底曳
網漁場の漁業権利を持っており、特に岩手県のホソウラ（現岩手県大船渡市
末崎町細浦か）の港には江名出身者が在住し、江名漁民からの水揚げを行っ
ていたという。つまり、江名港自体への水揚量は少ないが、他港に水揚げし
ている船が多いということになる。
　また、第２章第３節で述べた、積極的な機船導入や近代化の取り入れや、
動力船の数の多さなども江名の裕福さにつながっているのだろう。昭和53年
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（1978）の江名港の動力船の数は、273隻と重要港湾である小名浜港の172隻
よりも多い〔いわき市企画開発部統計課編　1979：106－107〕。したがって、
動力船を多く持っていた江名港は自港ではなく、他港に水揚することで高額
の収入を得ていたのではないかと考えることができる。
　ところが、オッタートロール式漁業（３）による漁場の荒廃と200海里を始め
とする各種法律規制は江名漁業にも次第に大きな影響を与え、急な漁業の展
開に夜逃げをする漁業従事者も多かったという。しかし、一方で福島県など
から出た補助金で土地やアパート、マンションを購入し、事業展開を行う者
もおり、漁業衰退後の漁業従事者の経済的格差は大きかったと思われる。
　なお、現在も漁業は行われているが江名漁業協同組合の活動が縮小してい
るため、獲っても売れないという現実があり、漁業に携わる人は僅かである
という。
　第１章の第１節で紹介したとおり、漁業全盛期である昭和35年（1960）と
比較して平成21年（2009）の江名の人口は半分以下となっているが、話者に
よれば人口の多くは高齢者であり、漁業が衰退して以降、江名には就職口が
なく人口の流出と減少を止めることができないという。漁業の衰退が江名自
体の活性を終息させてしまったとみることができるだろう。漁業を生業とし
てきた江名は、漁業政策に対応するように町そのものを展開させてきたので
ある。
第２節　小名浜港の選択
　200海里を始めとする各種法律規制は江名港だけではなく、多くの漁港に
影響を与えた。では、江名港近隣の漁港はどのような展開を遂げたのだろう
か。小名浜港を例として紹介したいと思う。
　小名浜港は江名港から自動車で20分程の距離にある、福島県沿岸最南端に
位置する県内最大の港湾である（図２）。江戸時代から交易と漁業を行って
おり、港湾整備は難航したものの、漁港に加え、常磐炭鉱の石炭輸送など交
易港として発展してきた港である。
　交易港の面では、昭和２年（1927）11月に第２種重要港湾に指定され、戦
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後、海上輸送網の拠点の一つとして昭和26年（1951）１月には重要港湾指定
受けている。
　現在は１号～７号埠頭、藤原埠頭、大剣埠頭の計９つの埠頭を持ち、更に
小名浜東港地区国際物流ターミナルとして人工ポートアイランドの整備が行
われている。
　一方、小名浜港は漁港としても市内最大であり、昭和41年（1966）にい
わき市になって以降、常に市漁獲量全体の６割から８割を占めて推移して
いる。しかし、昭和63年の水揚高が172,014トンであるのに対し、平成５年
71,802トンと大幅に減少しており、漁業の衰退がうかがえる。200海里規制
以降の平成２年（1990）母船式漁法の中止に伴う、北洋サケ・マス漁船撤退
図２　沿岸地域配置図　出典（いわき未来づくりセンター編　2009：206）
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とカツオ・マグロ漁業への規制が原因と考えられる。
　平成22年３月には小名浜漁業協同組合が解散（４）し、小名浜港の漁業は縮小
を辿っている。
　江名港同様漁業の衰退が著しい小名浜港であるが、交易港のほかに新しい
取り組みが行われた。
（1）平成６年（1994）９月　いわきサンマリーナがオープン
（2）平成９年（1997）８月　いわき市観光物産センタ 「ーいわき・ら・ら・ミュ
ウ」オープン
（3）平成12年（2000）７月　ふくしま海洋科学館「アクアマリンふくしま」
オープン
（4）平成12年（2000）　アクアマリンパーク完成
（5） 平成13年（2001）10月　「市の魚」として「メヒカリ（アオメエソ）」制定。
イメージキャラクター「メピカリ」デザイン作成。キャラクターグッズ
製作
（6）平成17年（2005）　いわきサンマリーナとアクアマリンパークが海の駅
いわき小名浜みなとオアシスとして認定される
（7）平成20年（2008）４月　小名浜さんかく倉庫１号棟「小名浜美食ホテル」・ 
２号棟「小名浜潮目交流館」オープン
（8）平成22年（2010）３月　「アクアマリンうおのぞき」開館
　以上のように、観光事業による活性化をすすめている。
　観光化の成果は絶大であり、『いわき市内地域別データファイル2009』に
よれば、アクアマリンパークの観光客入込状況は、平成9年（1997）の110万
5,000人に対し、平成20年（2008）は255万7,680人と約２倍に増加している〔い
わき未来づくりセンター編　2009：79〕。
　これは、福島県内で最も多い観光客入込数となっている。小名浜港は海を
観光資源として利用し、県内最大の漁港から県内最大の観光地へ移行させた
といえるだろう。
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第３節　江名港と小名浜港
　これまで、江名港を中心に漁業の変化を確認してきた。福島県沿岸地域の
漁業は規制が厳しくなる前の興隆期と規制施行後の終息期に分けることがで
きるだろう。
　興隆期の江名は周辺地域内で最も盛大な盆踊りを江名港で行っており、漁
業の恩恵を受けた裕福さが表れていたが、現在は江名よりも小名浜地区の方
が祭り、祭礼などの規模が大きく、そこにも漁業衰退における差がうかがえ
る。
　漁業の衰退に伴う江名と小名浜の違いは大きく、漁業にこだわった江名と
観光化に踏み切った小名浜との差異とみることができる。それは、前章最終
節で述べたように、海という資源を江名は漁業資源のみとして利用したが、
小名浜は漁業資源から観光資源へと意識を転換させていったといえるだろ
う。小名浜港は歴史的にみても、漁業だけではなく交易港として栄えていた
ため観光化の促進もスムーズだったと考えられる。
　それぞれの選択に対して地域や集団内部でどのような経緯があったのか、
更なる調査と検証が必要である。
おわりに
　本研究ノートでは、江名漁業を主として漁業社会の変遷を概観する作業を
行った。江名港と小名浜港の比較では、同地域の漁港にもかかわらず異なる
移行状況にあることがわかった。しかし、漁業社会の暮らしを確認するため
にはさらに検証が必要である。今回は触れなったが、話者の話のなかにフナ
ダマ様の話もあった。漁業の神であるフナダマ信仰が漁業衰退後どのように
変化したのか。暮らしを知るにはこのような様々な話や、もっと多くの人、
船主だけではない漁業従事者から話を聞く必要がある。今後の課題は、船主
ではない江名漁業従事者や漁業協同組合の人々への調査を行うことで、当時
の状況を総括的に考察したいと思う。
　また、小名浜港と比較を行ったが、小名浜地区の実証的な調査が不足して
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いたので、小名浜港の漁船の水揚げや、漁業体制はどのようなものだったの
か、また小名浜地区の暮らしや観光へ移行する経緯などを中心に、統計資
料・史資料の分析と聞き書き調査を行い、江名地区との比較考察をより実証
的なものにしていきたい。
　最後に、お忙しい中、調査をさせて頂いたＫ家の方に深く感謝したい。
【注】
（１） 2008年福島県鰹鮪協同組解散。2010年現在、江名の漁業協同組合は江名町漁業協同組合・
江名漁業協同組合で事業を行っている。
（２） システムの名称は不明だが、話者の話によれば漁船が港に戻ってくると、漁業協同組合所
に借金をしている屋号（船名か）の紙が張り出され、借金返済を促していたという。
（３） 底曳網漁業における漁法の一種。板（オッター・ボート）をつけることで、水の抵抗を利
用し、網口を左右に開かせる。話者によれば、江名の場合この漁法によって魚の住処であ
る磯を崩してしまい、漁場を荒廃させてしまったという。
（４） 小名浜漁業協同組合解散後、事業は小名浜機船底曳網漁業協同組合に移行されている。
【参考文献】
・いわき市総務部総務課編いわき市編・発行 1988年『いわき市の漁港（第８次漁業センサス結果
報告書）』
・いわき市総務部総務課編いわき市編・発行1993年『いわき市の漁港（第９漁業センサス結果報
告書）』
・いわき市総務部総務課編いわき市編・発行1998年『いわき市の漁港（第10漁業センサス結果報
告書）』
・いわき市総務部総務課編いわき市編・発行2003年『いわき市の漁港（2003年漁業センサス結果
報告書）』
・いわき市企画開発部統計課編・発行1970年『昭和45年版いわき市の統計書』
・いわき市企画開発部統計課編・発行1974年『昭和49年版いわき市の統計書』
・いわき市企画開発部統計課編・発行1979年『昭和54年版いわき市の統計書』
・いわき市企画開発部統計課編・発行1985年『昭和59年版いわき市の統計書』
・いわき市企画開発部統計課編・発行1990年『平成元年版いわき市の統計書』
・いわき市企画開発部統計課編・発行1994年『平成5年版いわき市の統計書』
・いわき市企画開発部統計課編・発行1999年『平成10年版いわき市の統計書』
－111－
・いわき市企画開発部統計課編・発行2004年『平成15年版いわき市の統計書』
・いわき市企画開発部統計課編・発行2009年『平成20年版いわき市の統計書』
・いわき市都市建設部都市・港湾再開発課港湾振興室編・発行『港湾と水産』
・いわき地域学会出版部編集委員会編・発行1992年『新しい　いわきの歴史』　
・いわき未来づくりセンター編・発行2004年『いわき市の合併と都市機能の変遷』
・いわき未来づくりセンター編・発行2009年『いわき市内地域別データファイル2009』
・いわき未来づくりセンター編・発行2009年『絵はがきの中の「いわき」』
・いわき未来づくりセンター編・発行2008年『地名の変化にみる、いわきの近代化』
・いわき未来づくりセンター編・発行2006年『輝く いわきの人 暮らし まち』
・ 江名町漁業協同組合編・発行 1962年『江名漁業史』
・ 高萩精玄　小野一雄『ふるさとの思い出写真集　明治・大正・昭和　小名浜、江名、泉、渡辺』
1981年　国書刊行会
・ 武蔵大学人文学部日本民俗史演習編・発行1996年『いわき市江名の生活と伝承－福島県いわき
市江名－』
・矢野恒太記念会編・発行2010年『日本国勢図会2010/11年度板』
・ 独立行政法人統計センター「政府統計の総合窓口　漁業生産額　平成19年漁業・養殖業生産統
計年報」
 http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/GL08020103.do?_toGL08020103_&listID=000001063845&req
uestSender=dsearch　アクセス日：2010/11/21
・ 独立行政法人統計センター「政府統計の総合窓口　漁業生産額　漁業・養殖業生産統計年報長
期累計」
 http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/GL08020103.do?_toGL08020103_&listID=000001061497&req
uestSender=dsearch　アクセス日：2010/11/21
－112－
